
年度
事 業 計 画 書
2020





1

2020年度事業計画策定にあたって

ＯＮＥ関西で希望と夢にあふれた強い関西の復権へ

TOP MESSAGE
トップメッセージ

　現在、新型コロナウイルス感染症や米中摩擦の影響などにより先行きの不透明感が高まっています

が、関西において中期的にみると、ワールドマスターズゲームズ2021関西や2025年大阪・関西万博

など発展の起爆剤となるイベントが目白押しです。これらを単なる一過性のものに終わらせず、関西

の持続的な発展の基盤につなげるとともに、関西のアセットを強みとして生かし、魅力を高めていく

ことが重要です。

　関経連では、2018年度より「第３期中期計画（2018～20年度）」をスタートさせました。本計画では、

「Look West」と「グローバルな視点での舞台としての関西」という視点のもと、柱となる５つの 

事業「グローバル／アジア」「産業イノベーション」「文化／観光」「スポーツ」「地方創生」および 

ベースとなる２つの事業「インフラ」「ビジネス基盤」に取り組むことを掲げました。

　昨年度は、「アジアビジネス創出プラットフォーム（ABCプラットフォーム）」の活動の具体化、 

万博に向けた提案などそれぞれの事業につき、今後の成長に向けた取り組みを加速させてきました。

　2020年度は、第３期中期計画の最終年度であり、中期計画の仕上げとして具体的な成果を出して 

いきます。特に、「ABCプラットフォームの推進」「万博 基本計画に向けた提案」「インバウンド 

拡大に向けたさらなる取り組み」「スポーツ振興ビジョンの具体化」「地方分権改革推進に向けた 

働きかけ」および「万博を見据えたインフラ整備・強化への働きかけ」、ビジネス基盤として経済財政、

企業法制、環境・エネルギー、雇用労働の各テーマに注力して取り組みます。また、2030年を見据

えた「関西ビジョン2030(仮称)」を策定します。これらの事業を通じて、万博の成功に向けて取り

組むとともに、SDGs（持続的な開発目標）の達成に貢献してまいります。

　関経連は、将来起こりうる問題点を深掘りし、関西がどのように発展していくべきかを自ら考え、 

率先して積極果敢に実行してまいります。「ONE関西」を合言葉に強い関西の復権に向けてスピーディー

に活動を展開します。

本2020年度事業計画書は2020年4月1日から2021年3月31日までを対象とするものです。

公 益 社 団 法 人 関 西 経 済 連 合 会

会 長 松 本 正 義



2

中期計画とは

・3年間の活動の方向性を定めた計画。2018年1月に、第3期中期計画（2018～2020年度）を策定した。
・�策定にあたっては、2つの視点「Look West」「グローバルな視点での舞台としての関西」のもと、
取り組むべき事業として柱となる5つの事業「グローバル／アジア」「文化／観光」「産業イノベーション」「スポーツ」
「地方創生」とベースとなる2つの事業「インフラ」「ビジネス基盤」を掲げた。

２つの視点

◦�関西から見て東にある東京ではなく、西にある
アジアに目を向ける。

◦�「東京一極集中を是正すべき」と言うだけでは
なく、関西がどのように発展していくのかを
自分たちで考え、実行していく。

関西にいる企業・人材が活躍するのはもちろん
のこと、関西の外から関西に来てもらって、
関西を舞台として活動をしてもらう。日本の
ほかの地域からアジアから、世界から企業・人
が関西に来て、関西を舞台に活躍する。そのた
めの条件を整えていく。

Look West グローバルな視点での
舞台としての関西

1 2

第3期中期計画・2020年度特に注力したい事業

中期計画イメージ
2020年度�特に注力したい事業含む

➡各事業を通じて、SDGs の達成に貢献するとともに大阪・関西万博の成功につなげていく。

ABCプラットフォームの推進

Look
West

グローバル
／

アジア

 グローバルな視点での舞台としての関西

万博を見据えたインフラ
整備・強化への働きかけ

エネルギー・環境政策の推進
多様な人材が活躍できる
雇用・労働環境の整備

実効性あるコーポレートガバナンス
改革に向けた働きかけ

産業
イノベー
ション

地方創生

ビジネス基盤 ～企業・経済活動の環境整備～
【経済財政　企業法制　環境・エネルギー　雇用労働】

関経連の使命

インフラ

スポーツ

文化
／
観光

インバウンド拡大に向けた
さらなる取り組み

万博 基本計画
に向けた提案

スポーツ振興ビジョン
具体化

地方分権改革推進
に向けた働きかけ

税財政に関する提言

関西ビジョン2030（仮称）
策定に向けた取り組み
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第3期中期計画と2020年度事業計画のつながり

中期目標

アジアなど
世界各国から

関西に集う活力を
最大化させる

将来の関西を
支える

産業クラスター群を
形成する

関西の成長を
支える

基盤・環境を
整備する

グローバル
／

アジア

産業
イノベーション

スポーツ

地方創生

インフラ

ビジネス基盤

文化／観光

主な柱 めざす目標

アジアと共にさらなる
経済発展をめざす

将来の関西を支える
産業クラスター群を
形成する

スポーツで
関西を元気に

関西が地方分権推進の
突破口となる

陸・空・海を総合的に�
整備・活用する

企業・経済活動の
環境を整備する

（1）�アジア各国と関西双方の経済発展に向けた�
取り組み

（5）�ベンチャーを生み出すエコシステムの形成と�
イノベーションを支える拠点づくり

（8）�複眼型国土の形成と広域交通・�
物流ネットワークの整備・強化

（9）�S＋3Eのバランスが取れ、経済成長と両立する
エネルギー・環境政策の推進

（10）�財政健全化と経済成長の両立に向けた�
経済財政運営の実現

（11）�競争力・企業存立基盤の強化に資する�
法・会計制度等への対応

（12）�多様な人材が柔軟な働き方で活躍できる�
雇用・労働環境の整備

（3）�インバウンド推進と魅力あるまちづくり・�
IR／MICEの誘致

（4）�産業クラスター形成に向けた取り組み

（6）�スポーツによる関西の活性化

（7）�地方分権・道州制の実現に向けた取り組み

（2）�国際情勢変化への対応

万博・IR／MICEの誘致と
インバウンド1,800万人を
実現する

▶第3期中期計画【2018〜2020年度】 2020年度事業計画
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2020年度事業計画 項目

   グローバル／アジア

（1）アジア各国と関西双方の経済発展に向けた取り組み
①�「アジア・ビジネス創出プラットフォーム（ABCプラットフォーム）」の推進
②�各国政府・経済界との対話会・交流会等の開催、海外訪問団の派遣
③�企業のグローバル化に資する人材の育成と関西での活躍機会の確保

（2）国際情勢変化への対応
①�経済連携をはじめとする国際社会の情勢変化の把握と対応等に関する会員企業への情報発信

   文化／観光

（3）インバウンド推進と魅力あるまちづくり・IR／MICEの誘致
①�「関西ツーリズムグランドデザイン2021」にもとづく取り組み
②�IR／MICE誘致の推進と都市魅力の向上
③�夢洲や新大阪をはじめとする魅力あるまちづくりに向けた働きかけ
④�関西各地の歴史・文化等の魅力・はなやか関西を活用した関西ブランドの発信

   産業イノベーション

（4）産業クラスター形成に向けた取り組み
①�健康・医療データ利活用等による「生き活き関西“健康・医療�”先進地域ビジョン」の実現
②�航空機産業の拠点形成をめざした「関西航空機産業プラットフォームNEXT」の推進
③�水素社会実現に向けた機運醸成や関連産業振興の可能性調査
④�AI・IoT／ロボットの活用による新サービス創出と生産性向上支援

（5）ベンチャーを生み出すエコシステムの形成とイノベーションを支える拠点づくり
①�うめきた2期を含めた大阪・関西のベンチャー・エコシステム形成に向けた取り組み
②�けいはんな学研都市のイノベーション拠点機能強化に向けた支援
③�実効性あるイノベーション支援体制の構築・大学との連携強化による産業を支える仕組みの実現

   スポーツ

（6）スポーツによる関西の活性化
①�関西スポーツ振興推進協議会を通じた関係機関との連携・取り組みの推進
②�ゴールデン・スポーツイヤーズを契機とした生涯スポーツの振興に向けた官民一体となった取り組み
③�関西におけるトップアスリートの育成に向けた産官学による仕組みの構築
④�スポーツイベント招致に向けた検討
⑤�スポーツ産業振興方策の検討

   地方創生

（7）地方分権・道州制の実現に向けた取り組み
①�地方分権改革の進展に向けた国等への働きかけ、全国的な議論喚起
②�地域活性化や広域行政の推進に向けた課題の調査研究と提案
③�関西広域連合と各分野における共同事業の実施
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2020年度事業計画 項目

   インフラ

（8）複眼型国土の形成と広域交通・物流ネットワークの整備・強化
①�複眼型スーパー・メガリージョン(SMR)の実現に向けた提案の実施
②�北陸新幹線の大阪早期開業・リニア中央新幹線の早期全線開業の推進
③�関西の高速道路ミッシングリンク解消に向けた取り組み
④�関西経済活性化に資する関西圏空港のあり方の検討、関空の利用促進
⑤�阪神港等の関西の国際物流の活性化
⑥�国・地域・企業の災害対応力強化の促進（防災力・復元力の向上）

〈事業活動のベースとしての取り組み・その他〉
①�「関西ビジョン2030�(仮称)」策定に向けた取り組み、将来の事業化を見据えた諸課題の調査・研究
②�東北企業とのビジネスマッチング等、被災地ニーズに即した産業振興支援
③�「関西財界セミナー」の企画・運営
④�地域サポーター制度に基づく関西2府8県の地域の実情や要望事項の把握、関係強化
⑤�各経済団体・自治体等との連携の推進
⑥�マスコミ、機関誌等を通じた広報活動による当会活動内容や主張の発信力強化

【2025年大阪・関西万博】
・��関経連の各事業を通じ、万博がめざす「SDGsが達成される社会」の実現に向け、関西の研究開発�
ポテンシャル・技術力・文化などを生かした未来への発信

・�「2025年日本国際博覧会協会」の一員として開催計画の具体化に向けた検討や国内外における発信など�
開催に向けた準備

＜ Toward EXPO 2025 〜万博をめざして取り組む主なテーマ〜＞
イノベーション創出
関西の魅力向上・発信
基盤整備

│健康・医療、環境・エネルギー、AI・IoT／ロボット、けいはんなの技術の活用
│観光、IR、夢洲などのまちづくり、文化
│鉄道、道路、空港、港湾

   ビジネス基盤

（9）S＋3Eのバランスが取れ、経済成長と両立するエネルギー・環境政策の推進
①�現実的なエネルギーミックスの構築や環境と成長の好循環に向けた国等への働きかけ
②�次世代へのエネルギー・環境政策に関する学習機会の提供

（10）財政健全化と経済成長の両立に向けた経済財政運営の実現
①�財政健全化と経済成長の両立に向けた国への働きかけ
②�関西経済の動向・実態の把握と情報発信

（11）競争力・企業存立基盤の強化に資する法・会計制度等への対応
①�中長期的な企業価値向上に向けたコーポレートガバナンスの推進
②�社会・経済環境の変化を踏まえた競争政策実現に向けた国への働きかけ

（12）多様な人材が柔軟な働き方で活躍できる雇用・労働環境の整備
①�中期的な雇用・労働環境の変化への対応に関する提言
②�「働く女性が最も活躍できる地域・関西」に向けた取り組みの推進
③ 労働法改正への対応等人事・労務課題の解決支援
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  グローバル／アジア

（1）アジア各国と関西双方の経済発展に向けた取り組み
実施内容

ABC
プラット
フォーム

①「アジア・ビジネス創出プラットフォーム（ABCプラットフォーム）」の推進
◦テーマ別部会におけるビジネス創出に向けた取り組み
各部会（人材育成・活用、医療・介護、中堅・中小企業支援、農業、観光、環境、スタートアップ）
における海外・日本双方のニーズのさらなる掘り起こしおよびマッチングの拡大

◦各国団体との連携強化に向けた取り組み
現地デスク（バンコク）の運営　　　　
特設HPにおけるニーズ・シーズ等に関する情報の充実

◦第２回全体会議の開催
2020年度のホスト国・シンガポールの経済団体と連携した全体会議の開催および各部会
における成果等の共有

各国
における

三現主義の
取り組み

②各国政府・経済界との対話会・交流会等の開催、海外訪問団の派遣
◦使節団・経済調査団の派遣
関西財界訪中代表団の派遣

◦外国企業との交流機会の提供
関西財界訪中代表団派遣時における企業交流イベントの実施

◦海外要人の表敬受入れ・懇談会・セミナーの開催

人材育成

③企業のグローバル化に資する人材の育成と関西での活躍機会の確保
◦海外の経営幹部・行政官等の招聘研修の実施
「関経連アセアン経営研修」の実施

◦海外で企業が現地人材に求める技術や経営手法等に関する研修の実施
「インドネシア溶接・ロボット管理者研修」への講師派遣を通じた協力
「関経連－MJC�ミャンマー・ビジネスプランコンテスト」の実施（MJC：ミャンマー・日本人材
開発センター）

◦親関西人材ネットワークの強化
ネットワーク構築ツールとしての�Facebook�“I�Love�Kansai�Network”の運営
他団体の親日人材関連会合と連携した取り組み
「関経連アセアン経営研修」修了生との懇談会の開催
関係機関が集う「親関西人材ネットワーク連絡会」の開催

◦高度外国人材の活躍に向けた課題への対応強化
ABCプラットフォーム事業との協働による関西における就業支援の活性化と外国人材の活躍支援
企業における活躍を後押しする多文化共生支援方策に関する調査研究
ビジネス日本語に関する大学と企業の相互理解を深める取り組み

◦「グローバル人材活用運営協議会」をはじめ留学生就職に資する各関係団体との連携

（2）国際情勢変化への対応

国際情勢
変化への

対応

①経済連携をはじめとする国際社会の情勢変化の把握と対応等に関する会員企業への情報発信
◦グローバルな課題や国際情勢、経済連携等に関する講演会の開催
◦「関西SDGsプラットフォーム」への参画を通じたSDGsの推進支援
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（3）インバウンド推進と魅力あるまちづくり・IR／MICEの誘致
実施内容

観光

①「関西ツーリズムグランドデザイン2021」にもとづく取り組み 
◦�関西観光本部と一体となった「関西ツーリズムグランドデザイン」重点事業の推進
グランドデザインの実現に向けた関西観光本部による重点事業の実施にあたっての
支援・協力
DMOの機能強化に向けた要望

◦中長期的な視点によるインバウンド振興に向けた取り組み
「中長期的なインバウンド振興検討ＷＧ」の検討内容をふまえた関西観光本部への
支援・協力
広域周遊の利便性を高めるＭaaS構築に関する検討

◦各種イベントを見据えた魅力発信
「はなやかKANSAI魅力アップフォーラム」による関西の都市魅力向上に資する�
取り組みの発信

ＩＲ
／

MICE

②IR／MICE誘致の推進と都市魅力の向上
◦IR誘致に向けた取り組み
自治体や他の経済団体と連携した早期の区域認定に関する要望　　　　　　　
区域整備計画において大阪・夢洲IRが有すべき機能・施設の反映に向けた働きかけ

◦関西MICE連携の具体化に向けた取り組み
「京阪神ＭICE3都市会議」等におけるＭICE受入における連携方策の検討・連携の�
具体化

まちづくり

③夢洲や新大阪をはじめとする魅力あるまちづくりに向けた働きかけ
◦夢洲まちづくりにおけるスマートシティの推進
万博の理念を継承する最先端スマートシティの実現に向けた官民一体によるまち�
全体をマネジメントする組織と運営の仕組みに関する検討・提案

◦新大阪駅周辺地域における都市再生緊急整備地域指定に向けた取り組み
まちづくり方針の策定に向けた交通結節機能・交流促進機能の具体化に関する検討・
提案

◦京阪神都市圏の魅力向上につながる取り組みへの支援
御堂筋の道路空間再編に向けた取り組みおよび関西各地のエリアマネジメントによる
活動への支援

文化

④関西各地の歴史・文化等の魅力・はなやか関西を活用した関西ブランドの発信
◦インバウンド振興に向けた歴史・文化の活用方策に関する検討
関西観光本部・文化庁地域文化創生本部・歴史街道推進協議会とのインバウンド振興
に向けた歴史・文化の活用方策に関する検討

◦都市魅力向上につながる取り組みへの協力
水と光のまちづくり推進会議への参画による「水と光の首都大阪づくり」に向けた支援

  文化／観光
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（4）産業クラスター形成に向けた取り組み
実施内容

健康
・

医療

①健康・医療データ利活用等による「生き活き関西“健康・医療 ”先進地域ビジョン」の実現
◦2025年大阪・関西万博に向けた検討・意見発信
関西健康・医療創生会議�大阪・関西万博検討部会における検討をふまえた万博の基本計画等
への意見発信・反映に向けた働きかけ

◦データ利活用に向けた基盤整備への支援・機運醸成
次世代医療基盤法に基づく認定事業者の事業運営本格化に向けた支援
医療データ人材育成プログラムの実施に向けた支援
データ利活用に関する制度や先行事例等に関する情報収集・発信

◦要望・提言活動等の実施
特区制度(国家戦略特区・国際戦略特区)を活用した規制緩和や支援に関する要望

航空機

②航空機産業の拠点形成をめざした「関西航空機産業プラットフォームNEXT」の推進
◦サプライチェーンの拡大・強化に向けた取り組み
専門家派遣による生産管理体制の整備・認証取得支援
航空産業非破壊検査トレーニングセンターの活用による人材育成支援�
中小企業の海外進出・マッチング支援

◦新たな技術の活用に向けた取り組み
電動化等の最新技術の動向・企業の参入事例等に関する情報収集・提供および企業間連携
の促進

◦ビジネス拡大に向けた支援
圏域・業種を超えた交流の促進および航空産業における新たなビジネス分野との連携に
向けた検討
関西のポテンシャルリストの更新・国内展示会への出展等を通じた関西企業のPR
海外企業の動向に関する情報収集・提供

環境
・

エネルギー

③水素社会実現に向けた機運醸成や関連産業振興の可能性調査
◦�2025年大阪・関西万博に向けた検討・意見発信
水素活用検討会における検討をふまえた万博の基本計画等への反映に向けた働きかけ
夢洲内外における調査・実証事業等の組成に向けた支援および規制緩和や支援策に関する
検討・意見発信

◦水素社会の実現に向けた機運醸成および企業の新規参入促進
国内外の動向・先駆的な取り組み・技術的および実用化の課題に関する情報提供

AI・IoT
／ロボット

④AI・IoT／ロボットの活用による新サービス創出と生産性向上支援
◦万博・夢洲における「都市OS」の展開やその後のまちでの実装に向けた取り組み
データを集約・連携・活用する基盤としての「都市OS」のあり方に関する検討
万博等での実装に向けた企業主体による実証実験への支援

◦IoT・ビッグデータ・AI等の先端技術の活用に向けた支援
中堅・中小企業に向けたIoT等活用企業事例集の拡充・公開と導入促進セミナーの実施

◦IoTサービス創出・実証実験および事業化支援
組込みシステム産業振興機構等と連携したオープンイノベーションイベントでの新サービス創出・
事業化支援・人材育成の実施

  産業イノベーション
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（5）ベンチャーを生み出すエコシステムの形成とイノベーションを支える拠点づくり
実施内容

ベンチャー・
エコシステム

①うめきた２期を含めた大阪・関西のベンチャー・エコシステム形成に向けた取り組み
◦関西におけるベンチャー支援環境の充実に向けた各種取り組みの連携の推進
「大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム」等を通じた関西におけるベンチャー
支援に関する取り組みの連携の推進

◦�うめきた２期等におけるイノベーション創出に向けた取り組み
「うめきた２期推進協議会」と一体となった「テックブリッジ(仮称)」を含む総合コー
ディネート機関の機能・体制の検討およびベンチャー企業・大企業・大学・金融機関等
の協業促進に向けた交流の場の提供

けいはんな

②けいはんな学研都市のイノベーション拠点機能強化に向けた支援
◦都市運営体制強化に向けた推進機構への支援・協力
関西文化学術研究都市推進機構の役割・事業見直しの具体化に向けた支援・協力

◦「世界トップクラスのオープンイノベーション拠点」の実現に向けた支援
国際電気通信基礎技術研究所や奈良先端科学技術大学院大学等と企業の連携強化
に向けた取り組み
けいはんなのイノベーションマップ・ベンチャーマップ等によるイノベーションの可視化
と連携促進
うめきたをはじめとする他のイノベーション・ベンチャー支援機関との連携の促進

◦�2025年大阪・関西万博に向けた検討
「けいはんなで万博を考える会」への参画を通じたけいはんなが有する先端技術の�
活用策の具体化に向けた検討

産業を
支える
仕組み

③実効性あるイノベーション支援体制の構築・大学との連携強化による産業を支える仕組みの実現
◦イノベーション創出を支える人材育成
基盤技術分野人材の育成に向けた「金属・材料工学」プログラムの実施　�　　　
IoT人材の育成に向けた「組込み適塾」等の支援

◦実効性ある関西支援機関ネットワークづくり
「関西版フラウンホーファ」実現に向けた関西広域連合との連携による公設試等各機関
が一体となった事業の実施

  産業イノベーション
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（6）スポーツによる関西の活性化
実施内容

共通

①関西スポーツ振興推進協議会を通じた関係機関との連携・取り組みの推進
◦「関西スポーツ振興ビジョン」で掲げた各取り組みの実現に向けた具体策の提案・実行および
　政府・関係団体等への働きかけ
◦ワールドマスターズゲームズ（WMG）2021関西のレガシーとなるスポーツ振興の取り組み・
　推進体制等に関する検討・提案

生涯
スポーツの

振興

② ゴールデン・スポーツイヤーズを契機とした生涯スポーツの振興に向けた官民一体
となった取り組み
◦スポーツイベントへのアスリート派遣
青少年や働く世代が参加するスポーツイベントへの企業・大学所属アスリートの派遣

◦�生涯スポーツ振興イベントへの協力
大学スポーツコンソーシアム関西（KCAA）と連携した生涯スポーツ振興イベントの検討、
KCAA・加盟大学主催イベントへの協力

◦�スポーツ施設情報の一元化に向けた取り組み
WMG2021関西組織委員会が運営するTeam�Do�Sports�Portalのコンテンツ充実・利用
拡大に向けた支援および各地域のスポーツ施設の利便性向上に関する検討

◦�第２回「関西スポーツ応援企業表彰」の実施
◦�ＷＭＧ2021関西の成功に向けた協力

トップ
アスリート

育成

③ 関西におけるトップアスリートの育成に向けた産官学による仕組みの構築
◦トップアスリート育成支援の仕組みづくりに関する検討
スポーツ医科学に関連する設備・施設を有する関西の大学・企業等の連携によるフィジカル・
競技力強化に向けた支援
アスリートへの経済的支援プログラムの方策等に関する検討

◦関西・西日本におけるトップアスリート育成・強化拠点の設置に向けた取り組み
東京のハイパフォーマンススポーツセンター(HPSC)の地域ネットワーク構想参画に向けた
具体案の策定
HPSCの関西・西日本拠点の実現に向けた政府・与党・関係機関への働きかけ

スポーツ
イベント

招致

④スポーツイベント招致に向けた検討
◦関西広域・産官学連携によるスポーツイベント招致体制・事業に関する検討
WMG後のイベント招致体制・事業のあり方に関する検討、関係者による合意形成に向けた
働きかけ

◦国際スポーツイベントの招致に関する調査
各国・地域の国際スポーツイベントの招致に関する調査
国際スポーツイベント等の招致候補の検討、各団体・自治体のニーズ把握および連携方策の検討

スポーツ
産業振興

⑤スポーツ産業振興方策の検討
◦スポーツ産業の振興に向けた他団体との連携
各団体等が実施する既存の取り組みとの連携および新たな産業の創出等に向けた取り組み
スポーツツーリズムの振興に向けた関西広域連合や関西観光本部をはじめとする関係団体
との連携

  スポーツ



11

（7）地方分権・道州制の実現に向けた取り組み
実施内容

地方分権
道州制の
議論喚起

①地方分権改革の進展に向けた国等への働きかけ、全国的な議論喚起
◦機運醸成に向けた国等への働きかけ
道州制等の統治機構改革や広域行政も含めた地域活性化のあり方に関する国への
働きかけ
他の経済団体やマスコミ関係者と連携した取り組みに関する検討・実施

◦設立後10年を迎える関西広域連合の検証と今後の分権型社会に関する方向性の検討

地域
活性化

・
広域行政
の推進

②地域活性化や広域行政の推進に向けた課題の調査研究と提案
◦分権型社会の実現に向けた広域行政に関する調査研究・提案
広域行政の役割や今後担うべき分野（行政のデジタル化等）に関する検討・提案

関西広域
連合との
連携深化

③関西広域連合と各分野における共同事業の実施
◦地方分権の推進に向けて連携した取り組み
◦共同事業の推進
産業振興・スポーツ振興・観光振興・広域防災の推進・女性活躍推進・インフラ整備等�
従来からの共同事業の深化
万博に向けた関西全体での盛り上げ等新たな共同事業の検討

  地方創生
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（8）複眼型国土の形成と広域交通・物流ネットワークの整備・強化
実施内容

ＳＭＲ

①複眼型スーパー・メガリージョン（SMR）の実現に向けた提案の実施
◦�国による国土政策検討に向けた働きかけ
国土政策の関係者との意見交換を通じた次期国土計画に向けた働きかけ
西日本におけるSMRの理解促進

◦�新大阪周辺地域における都市再生緊急整備地域指定に向けた取り組み
新大阪周辺地域整備検討の官民協議会への参画を通じた都市機能の具体化への働きかけ

鉄道

②北陸新幹線の大阪早期開業・リニア中央新幹線の早期全線開業の推進
◦�北陸新幹線の早期整備に向けた課題に関する検討・要望活動・機運醸成
関西および北陸の関係自治体・経済団体との共同による国等への要望活動

◦�リニア中央新幹線の早期整備に向けた機運醸成
リニア官民協議会によるシンポジウムや三重・奈良・大阪建設促進大会等の開催

道路

③関西の高速道路ミッシングリンク解消に向けた取り組み
◦�関西高速道路ネットワーク推進協議会による国への働きかけ
万博アクセスに重要な淀川左岸線２期をはじめ各路線の予算確保や名神湾岸連絡線の新規
事業化等に向けた国等への要望活動

◦�中長期的な課題に関する調査

空港

④関西経済活性化に資する関西圏空港のあり方の検討、関空の利用促進
◦関西3空港の最適活用に向けた取り組み
関西3空港懇談会の開催、合意内容の実現に向けた国等への働きかけ

◦�関空の活性化・利用促進および中長期的な課題の検討
関西国際空港全体構想促進協議会(促進協)による国等への要望活動
関空の利用促進に向けたセミナーの開催
促進協の今後の活動のあり方に関する検討

港湾

⑤阪神港等の関西の国際物流の活性化
◦万博開催を見据えた夢洲における物流の課題・対応策に関する検討
産学官による国際物流戦略チーム大阪港夢洲地区の物流に関する懇談会への参画を通じた
夢洲物流の課題や対応策に関する検討・とりまとめ

◦国際物流戦略チームを通じた中長期的な取り組み施策の具体化

国土
強靭化

⑥国・地域・企業の災害対応力強化の促進（防災力・復元力の向上）
◦企業・地域の防災力向上に資する意見発信・要望活動・官民連携の促進
前年度実施した調査をふまえた規制緩和等に関する国等への要望活動
インフラを担う企業と自治体による官民連携協定の拡大に向けた取り組み
国土強靭化税制の拡充に向けた国等への要望活動
南海トラフ地震対策のための防災・減災予算の確保に向けた国等への要望活動

◦企業の防災力向上に資する情報提供
企業防災セミナーの開催�

  インフラ
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（9）S＋3Eのバランスが取れ、経済成長と両立するエネルギー・環境政策の推進
実施内容

エネルギー
・

環境政策

① 現実的なエネルギーミックスの構築や環境と成長の好循環に向けた国等への働きかけ
◦「エネルギー基本計画」改定に関する意見発信
国による「エネルギー基本計画」の改定に対する意見発信・要望活動

◦�エネルギー・環境政策に関する情報収集・提供
エネルギー・環境政策の最新動向に関する講演会・研究会の開催

②次世代へのエネルギー・環境政策に関する学習機会の提供
◦�未来志向型エネルギー・環境理解促進プログラムの実施
最先端研究・技術等に関する講演会・視察会の開催

◦大学への出前講座の実施

  ビジネス基盤

（10）財政健全化と経済成長の両立に向けた経済財政運営の実現

経済財政

①財政健全化と経済成長の両立に向けた国への働きかけ
◦�社会保障制度改革に関する調査研究・意見表明・要望活動
社会保障制度改革に関する意見書をふまえた国等への要望活動、国による施策の�
検討状況をふまえて必要に応じた意見表明

◦税制改革に関する調査研究・意見表明・要望活動
2021年度税制改正に向けた意見書のとりまとめ・国等への要望活動

②関西経済の動向・実態の把握と情報発信
◦財務省・経済産業省・日本銀行等との意見交換
各調査や景気動向研究会の情報をふまえた財務省・経済産業省・日本銀行等との�
意見交換

◦関西における景気動向に関する調査研究
経営・経済動向調査、景気動向研究会の実施による関西経済の動向・実情把握

（11）競争力・企業存立基盤の強化に資する法・会計制度等への対応

企業法制

①中長期的な企業価値向上に向けたコーポレートガバナンスの推進
◦�実質を伴ったコーポレートガバナンス(特に四半期開示の義務付け廃止)の実現に 

向けた意見表明、国および有識者等への働きかけ・情報発信強化

② 社会・経済環境の変化を踏まえた競争政策実現に向けた国への働きかけ
◦競争政策・会計基準に関する調査研究・意見表明
改正独占禁止法の運用状況に関する調査をふまえた課題等の明確化、会計基準に�
関する最新動向の調査・課題等の明確化と、必要に応じた国等への意見表明・要望活動

◦企業法制に関する情報提供
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（12）多様な人材が柔軟な働き方で活躍できる雇用・労働環境の整備
実施内容

雇用労働

①中期的な雇用・労働環境の変化への対応に関する提言
◦中期的な雇用・労働のあり方に関する調査研究
企業の生産性向上につながる柔軟な働き方・労働環境のあり方および最低賃金制度
の将来的なあり方等に関する調査研究、必要に応じた国等への要望活動および企業
への課題提起

◦国による新たな施策への対応および今後の法改正を見据えた調査研究
施行される高年齢者雇用安定法の実務上の課題および将来の義務化の動きを見据えた
調査研究
国や他の経済団体と連携した就職氷河期世代への支援

②「働く女性が最も活躍できる地域・関西」に向けた取り組みの推進
◦女性活躍推進にあたっての課題解決支援
これまで女性活躍が十分に進展していない分野における課題解決策の検討、企業へ
の展開�

◦関係団体との連携事業の実施
男性管理職向け研修・女性社員のキャリア意識醸成に向けた「米国派遣プログラム」・
しごと力向上セミナー等の実施

③労働法改正への対応等人事・労務課題の解決支援
◦多様な人材が活躍できる環境整備のための情報提供
高年齢者雇用安定法の改正への対応等人事労務における課題に関する情報提供

◦中堅・中小企業の経営課題の解決に資する情報提供
◦大阪の使用者団体としての活動
大阪労使会議の開催、大阪経営者協議会の活動実施、
大阪府労働委員会･最低賃金審議会･労働保険審査会や労働審判等の公職活動の実施

  ビジネス基盤
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2025年大阪・関西万博

事業活動のベースとしての取り組み
その他
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取り組みの方向性・2020年度事業計画

関経連が取り組むにあたって特に重要と考える視点

関西のアセットを活かし
世界の英知も結集して

何をいかに打ち出していくべきか

万博を見据えてどのような
まちづくり・基盤整備を

進めていくべきか

関西広域での盛り上がりとともに
SDGsに向けた機運醸成
をいかに推進していくか

1 2 3

◦�関経連の各事業を通じ、万博がめざす「SDGsが達成される社会」の実現に向け、関西の研究開発
ポテンシャル・技術力・文化等を生かした未来への発信
◦�「2025年日本国際博覧会協会」の一員として開催計画の具体化に向けた検討や国内外における

発信等開催に向けた準備

◦�博覧会協会による基本計画策定に向けた各テーマにおける意見発信
◦�ドバイ万博へのミッション派遣および国内外における様々な機会を通じた出展招請への支援
◦�「関西経済３団体 大阪・関西万博推進会議」等を通じた関西経済界一体となった取り組み

基盤整備
鉄道、道路、空港、港湾

関西の魅力向上・発信
観光、IR、夢洲等のまちづくり、文化

イノベーション創出
健康・医療、環境・エネルギー、AI・IoT／ロボット、けいはんなの技術の活用

Toward EXPO 2025
～万博をめざして取り組む主なテーマ～

（経済産業省作成）
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事業活動のベースとしての取り組み・その他
実施内容

事業活動
のベース
としての
取り組み

・
その他

①「関西ビジョン2030(仮称)」策定に向けた取り組み、
将来の事業化を見据えた諸課題の調査・研究

②東北企業とのビジネスマッチング等、被災地ニーズに即した産業振興支援

③「関西財界セミナー」の企画・運営

④地域サポーター制度に基づく関西2府8県の地域の実情や要望事項の把握、関係強化

⑤各経済団体・自治体等との連携の推進

⑥マスコミ・機関誌等を通じた広報活動による当会活動内容や主張の発信力強化

その他
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2020年度事業計画とSDGsのつながり

目標1：
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧
困に終止符を打つ

目標2：
飢餓に終止符を打ち、食料の安定確
保と栄養状態の改善を達成すると
ともに、持続可能な農業を推進する

目標8：
すべての人々のための持続的、包摂
的かつ持続可能な経済成長、生産
的な完全雇用およびディーセント・
ワークを推進する

目標7：
すべての人々に手ごろで信頼でき、
持続可能かつ近代的なエネルギー
へのアクセスを確保する

目標14：
海洋と海洋資源を持続可能な開発
に向けて保全し、持続可能な形で利
用する

目標13：
気候変動とその影響に立ち向かう
ため、緊急対策を取る

SDGsとは

・�2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」にて記載された、発展国
のみならず先進国も取り組む2030年に向けた目標。
・�17の目標、169のターゲット、230の指標によって構成
される。

SDGs 17の目標

2020年度事業計画

主な柱 事業項目

グローバル
／

アジア

（1）�アジア各国と関西双方の経済発展に�
向けた取り組み

①�「アジア・ビジネス創出プラットフォーム（ABCプラットフォーム）」の推進

②�各国政府・経済界との対話会・交流会等の開催、海外訪問団の派遣

③�企業のグローバル化に資する人材の育成と関西での活躍機会の確保

（2）�国際情勢変化への対応 ①�経済連携をはじめとする国際社会の情勢変化の把握と対応等に関する会員企業への情報発信

文化／観光 （3）�インバウンド推進と魅力あるまちづくり�
・IR／MICEの誘致

①�「関西ツーリズムグランドデザイン2021」にもとづく取り組み

②�IR／MICE誘致の推進と都市魅力の向上

③�夢洲や新大阪をはじめとする魅力あるまちづくりに向けた働きかけ

④�関西各地の歴史・文化等の魅力・はなやか関西を活用した関西ブランドの発信

産業
イノベーション

（4）�産業クラスター形成に向けた取り組み

①�健康・医療データ利活用等による「生き活き関西“健康・医療�”先進地域ビジョン」の実現

②�航空機産業の拠点形成をめざした「関西航空機産業プラットフォームNEXT」の推進

③�水素社会実現に向けた機運醸成や関連産業振興の可能性調査

④�AI・IoT／ロボットの活用による新サービス創出と生産性向上支援

（5）�ベンチャーを生み出すエコシステムの�
形成とイノベーションを支える拠点づくり

①�うめきた2期を含めた大阪・関西のベンチャー・エコシステム形成に向けた取り組み

②�けいはんな学研都市のイノベーション拠点機能強化に向けた支援

③�実効性あるイノベーション支援体制の構築・大学との連携強化による産業を支える仕組みの実現

スポーツ （6）�スポーツによる関西の活性化

①�関西スポーツ振興推進協議会を通じた関係機関との連携・取り組みの推進

②�ゴールデン・スポーツイヤーズを契機とした生涯スポーツの振興に向けた官民一体となった取り組み

③�関西におけるトップアスリートの育成に向けた産官学による仕組みの構築

④�スポーツイベント招致に向けた検討

⑤�スポーツ産業振興方策の検討

地方創生 （7）�地方分権・道州制の実現に向けた取り組み

①�地方分権改革の進展に向けた国等への働きかけ、全国的な議論喚起

②�地域活性化や広域行政の推進に向けた課題の調査研究と提案

③�関西広域連合と各分野における共同事業の実施

インフラ （8）�複眼型国土の形成と�
広域交通・物流ネットワークの整備・強化

①�複眼型スーパー・メガリージョン(SMR)の実現に向けた提案の実施

②�北陸新幹線の大阪早期開業・リニア中央新幹線の早期全線開業の推進

③�関西の高速道路ミッシングリンク解消に向けた取り組み

④�関西経済活性化に資する関西圏空港のあり方の検討、関空の利用促進

⑤�阪神港等の関西の国際物流の活性化

⑥�国・地域・企業の災害対応力強化の促進（防災力・復元力の向上）

ビジネス基盤

（9）�S＋3Eのバランスが取れ、経済成長と�
両立するエネルギー・環境政策の推進

①�現実的なエネルギーミックスの構築や環境と成長の好循環に向けた国等への働きかけ

②�次世代へのエネルギー・環境政策に関する学習機会の提供

（10）�財政健全化と経済成長の両立に向けた�
経済財政運営の実現

①�財政健全化と経済成長の両立に向けた国への働きかけ

②�関西経済の動向・実態の把握と情報発信

（11）�競争力・企業存立基盤の強化に資する
法・会計制度等への対応

①�中長期的な企業価値向上に向けたコーポレートガバナンスの推進

②�社会・経済環境の変化を踏まえた競争政策実現に向けた国への働きかけ

（12）�多様な人材が柔軟な働き方で活躍できる�
雇用・労働環境の整備

①�中期的な雇用・労働環境の変化への対応に関する提言

②�「働く女性が最も活躍できる地域・関西」に向けた取り組みの推進

③�労働法改正への対応等人事・労務課題の解決支援
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2020年度事業計画とSDGsのつながり
SDGs 17の目標

目標3：
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し、福祉を推進する

目標9：
レジリエントなインフラを整備し、包摂的
で持続可能な産業化を推進するとともに、
イノベーションの拡大を図る

目標15：
陸上生態系の保護、回復および持続可能な
利用の推進、森林の持続可能な管理、砂漠
化への対処、土地劣化の阻止および逆転、
ならびに生物多様性損失の阻止を図る

目標4：
すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い
教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標10：
国内および国家間の不平等を是正する

目標16：
持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社
会を推進し、すべての人々に司法へのアクセス
を提供するとともに、あらゆるレベルにおいて
効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

目標5：
ジェンダーの平等を達成し、すべて
の女性と女児のエンパワーメントを
図る

目標11�：
都市と人間の居住地を包摂的、安全、
レジリエントかつ持続可能にする

目標17：
持続可能な開発に向けて実施手段
を強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

目標6：
すべての人々に水と衛生へのアク
セスと持続可能な管理を確保する

目標12：
持続可能な消費と生産のパターン
を確保する

特に関連が深いと思われるSDGs

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●

● ● ●

●

●
● ● ● ●

● ● ● ●
● ●

● ● ●
● ●

● ● ● ● ●
● ● ●

● ● ●
● ● ●
● ●

● ● ● ●
● ● ● ●
● ● ● ●

● ●
● ●

● ● ●
● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ●
● ●
● ●
●
●
● ●

● ● ●
● ● ● ●

● ● ● ● ● ●
● ●

● ●
● ●

● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ●

貧困 飢餓 保健 教育 ジェンダー 水・衛生 エネルギー 成長・雇用 イノベーション 不平等 都市 生産・消費 気候変動 海洋資源 陸上資源 平和 実施手段
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